










れる。このことと、南北朝時代から室町時代に数多く制作された画中詞を伴う小絵という形態から 本絵 の成立時期 南北朝時代から室町時代と推測される
（１）
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寺に「尼経」の名で伝来しており、その奥書によっ 名を知ることのできる八人の のひとり ある。天保十年
（一八三九）
に高山寺で「尼経」






















































識語を伴う点が珍しい。巻五十二については書写の日付と筆者の署名以外に 帖の中でも内容に義湘を指す「大師」 語があるという差異がみられる。この二点を総合し、巻五十二の禅恵筆の奥書は現存する「高山寺尼経」のうちでは異質であり この箇所に『新蔵人物語』で禅恵が登場させられる意義があった可能性も捨てることはできない。そこで「高山寺尼経」巻五十二奥書について分析を行った。が、分析の内容に入る前に「義湘絵 について説明する必要がある。
唐に善妙という女人がいた。唐へ遊学するために訪れていた義湘に一
目惚れし、色欲を抑えられずに言い寄 も拒絶される このことで自分自身の愚かさに気付いた善妙は、 これからは義湘 尽くす とを誓った。やがて義湘が新羅へ帰国する時が来た。そこで善妙は竜と化して義湘の












を迫る。人形は初め拒否するが男は自分の優れていることを挙げさらに言い寄ると人形はついに諾し、 が人形を掌に取るとたちまち生身の女性にな 。男 明日この女性を連れて出かけようと思い、女は男に付いて行くことを喜ぶ。ところが、人はこの女性が蛇と通じていると非難する。　
生々しい、きわめて性的な夢であるが、夢から目覚めた明恵は、
















































一」 （ 「唐新羅国義湘伝」 ）及び














首謀者のひとりの権中納言藤原（葉室）光親の妻であったことを考証している。禅恵はもともと公家社会の人間であったが、承久の乱がきっかけで未亡人となり、財務基盤を失った彼女が頼ったの 明恵であり善妙寺だったのである。 「高山寺尼経」巻五十二の奥書からは、死後は転生した世では善妙の如く明恵にそ 身を尽くすことを望む人間だったことが窺い知れる。公家社会の女性である禅恵は「三従」 教えに従う当時の女性としては当 り前の人生を送ってきた人物だと推察される。そであるならば、現世、そして来世も男性（義湘）の「影」 生を希望する人物だったことになる。
一方新蔵人は「我が心のまま」に行動し、振る舞った人物だ。ただ新
蔵人は帝の心離れというきっか があり出家し、家族往生（家族往生れば現世限り 家族 縁を来世も結ぶことができる。 ）に向けて仏道修行に励む人物に変身する である。だがこの突然 孝行も 「ともかくもあれよ（心のままに生きよ） 」 う方針 持ち主である両親の下に転生し、来世も のごとく「我が心のまま」に行動し振る舞うためはいえないだろうか。
以上のことを踏まえると、新蔵人と禅恵は正反対の人物である。物語
に新蔵人と対称をなす人物として禅恵が適任者 っ ために登場したと推測させられる程で る。仮に、 「三従」の教えに忠実な女性・人生
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